


　2023年度の本学会は、朱鷺メッセ会場と新潟県看
護協会の2会場で開催し、現地開催とライブ配信のハ
イブリッド方式で開催されました。当日は少し寒さを
感じる1日ではありましたが、前年度を超える参加者
数となり、盛会のうちに終えることができました。
　特別講演では永寿総合病院看護統括部長大柴幸子
先生、永寿総合病院柳橋分院看護部長武田聡子先生
のお二人から「アウトブレイク　こうして私たちは看護
を守った」と題してご講演いただきました。療養生活を
支えるプロとして、患者が安心して医療・ケアが受けら
れる場を提供する、看護師をいかに守るのかなど、経
験したからこそ伝えられる「看護の底力」についてお話
をいただきました。また、教育講演では生きいき診療
所・ゆうき院長荒井康之先生に「暮らしを豊かに

する医療・ケア～在宅医療の立場から看護職に期待す
ること～」と題してご講演いただきました。在宅医療に
ついて「望む人誰もが、望むように過ごせることがで
きる医療」であることを具体的な事例を通してわかり
やすく説明していただき、そこにはCareとCureのバ
ランス感覚が優れる看護職はとても重要な職種であ
ることをお話していただきました。
　朱鷺メッセ会場では、13の演題発表がありました。
今年度から「研究指導」から「査読方式」に変更いたし
ましたが、とても洗練されたものでした。看護系大学
の先生方には、大変お忙しい中、論文の査読をしてい
ただき、本日の座長の先生方からは、的確で建設的な
質問等をしてくださるとともに、スムーズな運営にご
尽力していただきました。大変有意義な場となりまし
たのは皆様のご協力によるところが大きく、心より感
謝申し上げます。一方、新潟県看護協会会場において
は「人材育成～地域で育てる取り組み～」をテーマに
交流集会が行われました。また、「看護職能連携での
期待と課題」をテーマにセッションが行われ有意義な
意見交換が行われました。
　今回の学会テーマは「つながりが生みだす看護の
力」をテーマでしたが、いかがでしたでしょうか。新潟
県看護協会担当理事をはじめ役員の皆様のお力添え
を得て企画してまいりました。大きなトラブルもなく、
最後まで執り行うことができましたことを心よりお礼
申し上げます。 

学会委員長 新潟大学医学部保健学科　井上 智代

新潟県看護協会看護学会

2023年度 新潟県看護協会看護学会

テーマ      「つながりが生みだす看護の力
●日時：2023年11月30日
●会場：朱鷺メッセ・看護研修センター

●方法：現地参加・ライブ配信
●演題：口演13題

特別講演：大柴幸子先生（前列左から３人目）
武田聡子先生（前列左から２人目）と学会関係者

教育講演：荒井康之先生
（前列左から５人目）と学会関係者
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武田 聡子
永寿総合病院柳橋分院 看護部長

専門看護師・認定看護師教育課程の開校状況と、有資格者が地域で活動していく基盤
づくりの取組について、５人の方からご発表いただきました。

特別講演・教育講演・交流集会

アウトブレイク こうして私たちは看護を守った

看護研修センター

●５類に変更になり
、あの頃感じた怖さ

が薄れてきて

いる状況ですが、報
道番組などで目にし

ていたクラス

ター対応にあたられ
ていた方のお話は想

像を超える

内容でした。看護師
たちの異変を感じて

いても行動で

きないもどかしさ、
逃げ出したくなる気

持ちを想像す

ると涙が出そうにな
りました。

●凄まじい様子が伝わってきました。それと同時に看護の力の凄さも感じました。現場では、まだ通常に戻せない日々が続いていますが、根気強く頑張りたいと思いました。

●コロナ禍での家族とのつながりへの工夫、勉強会など知識を深めるための取り組みなど興味深い内容でした。

●感動しました。こんな先生と仕事がで
きたら幸せだろうなと感じました。まず
は看護師の意識改革からと思います。

●地域で働く看護職と、病院
で働

く看護職のそれぞれの思いを
聞く

ことができ、具体的な連携の
方法

などとても参考になりました。

暮らしを豊かにする医療・ケア
～在宅医療の立場から看護職に期待すること～

新井 康之 いきいき診療所・ゆうき院長

｜交流集会｜

｜セッション｜

人材育成～地域で育てる取り組み～

｜教育講演｜

大柴 幸子
永寿総合病院看護統括部長

中村 悦子 
長岡崇徳大学客員教授

小山　諭
新潟大学大学院保健学研究科
教授

石田 和子 
新潟県立看護大学看護学
研究科教授

廣田 光恵
厚生連糸魚川総合病院
看護部長

中條 恵子 
新潟県立十日町病院
看護部長

♪
参加者
の声

♪
参加者
の声

●各々の組織の課題解決
に向

けた取り組みであり、この
様な

地道な活動が看護の質向
上に

つながると思いました。

看護職能間連携での期待と課題
住民が安心して生活できる地域包括ケアを
実現するために職能の理解を深める

司会：平澤 則子
長岡崇徳大学教授 

♪
参加者
の声

｜特別講演｜

朱鷺メッセ会 場

会 場

｜口演13題｜

♪
参加者
の声
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